
　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
12
月
10
日
に
第
３

回
国
際
連
合
総
会
で
、
全
て
の
人
と
全
て
の
国
と

が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
、

基
本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

初
め
て
人
権
保
障
の
目
標
と
基
準
を
国
際
的
に
う

た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
、
採
択
日
で
あ
る
12
月

10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

（
12
月
４
日
～
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

そ
の
期
間
中
、
各
関
係
機
関
や
団
体
が
人
権
啓
発
活

動
を
行
っ
て
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
「
誰
か
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
」

　

人
権
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
実
は
私
た
ち
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
校
で
の
い

じ
め
、
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
誹ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
へ
の
差

別
、
外
国
人
や
高
齢
者
へ
の
偏
見
や
無
理
解
な
ど
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
状

態
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
の
「
当
事
者
」

は
、
決
し
て
ど
こ
か
遠
く
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
家
族
や
友
人
、
近
所
の
人
、
あ
る
い
は
自

分
自
身
が
「
当
事
者
」
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
「
気
づ
く
こ
と
」
か
ら
始
ま
る
人
権
の
尊
重

　
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、ま
ず
「
気
づ
く
こ
と
」

で
す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
想
像
力
を

働
か
せ
、
偏
見
や
思
い
込
み
に
気
づ
い
た
と
き
に

は
、立
ち
止
ま
っ
て
見
直
す
こ
と
。
そ
れ
だ
け
で
も
、

社
会
の
空
気
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、周
囲
で
困
っ
て
い
る
人
に
「
大
丈
夫
？
」

と
声
を
か
け
る
勇
気
。
無
意
識
の
う
ち
に
使
っ
て

い
た
差
別
的
な
言
葉
や
態
度
を
や
め
る
こ
と
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
に
加
わ
ら
な
い
こ

と
。
こ
う
し
た
小
さ
な
行
動
の
積
み
重
ね
が
、
人

権
を
守
る
社
会
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

●�

誰
も
が
人
間
ら
し
く
、

　
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
、
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る
社
会
と
は
、ど
ん
な
社
会
で
し
ょ
う
か
。

　
た
と
え
考
え
方
や
生
き
方
が
違
っ
て
も
、「
違
い
」

を
理
由
に
排
除
さ
れ
た
り
、
否
定
さ
れ
た
り
し
な

い
こ
と
。
多
様
性
を
認
め
合
い
、支
え
合
い
な
が
ら
、

共
に
生
き
て
い
け
る
社
会
。
そ
う
し
た
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
行
政
や
教
育
機
関
だ
け
で
な
く
、

町
民
一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

芦
屋
町
で
は
、
街
頭
啓
発
や
人
権
啓
発
パ
ネ
ル

の
展
示
、
人
権
ま
つ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
権
週
間
を
人
権
の

こ
と
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
そ
の
意
義
や
重
要

性
を
学
ん
で
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

お
互
い
が
尊
重
さ
れ
る
地ま

ち域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

12月４日から10日までは人権週間です

「誰かのことじゃない」
人権を考える１週間
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困っている人を助ける心

　今年の６月に山鹿小学校で「車いす陸上プログラ
ム」がありました。５才の時に病気で両足を切断し
て絶望を感じていた時、高校の先生にすすめられて
車いす陸上を始め、オリンピックで優勝をしたこと
がある方の話でした。その授業をきっかけに、私は
「障がい」について調べてみることにしました。
　障がいとは、体や心のどこかがうまく働かないた
めに、不便なことや困ることがずっと続いている状
態のことで、生まれた時からの人もいれば、事故や
病気、年をとることで起こる人もいることが分かり
ました。
　私も２才半から６才までの間、半年おきに 5回
右ひじを骨折して入院・手術をくり返した経験があ
ります。ギブスで固定をしている期間が長く、お風
呂に入るときやトイレをするとき、ご飯や絵を書く
ときも不便で、お母さんやお父さん、先生の助けを
借りながら生活をしていたことを思い出しました。
友だちが体操教室やプール、運動会の練習をしてい
るときも私だけ横で見学をしないといけず、くやし
い思いをしていました。そんな時、先生はいつも私
でもできることを考えてやらせてくれていました。
私は、一時的なけがであったけど、世の中には病気
やけがで一生がい生活を不便に感じている人もい
ます。
　体の障がいだけではなく、最近では心の障がいで
困っている人も多いことを知りました。体の障がい
は見た目で分かりやすいけど、心の障がいは見た目
では分かりにくく、人とコミュニケーションをとる
ことが苦手な人もいれば、一生けん命に勉強をして
もなかなか覚えられない人もいることを知りまし
た。このような方々が困っているとき、「大丈夫？
何か手伝おうか？」と優しく声をかけられるような
人に私はなりたいです。そのために、日頃から困っ
ている人がいたら自分から声をかけていきたいと
思います。

※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマ
に作成した作文で、提出された作文の中から芦屋
町人権・同和教育研究協議会が選考したものを掲
載しています。

■第 27回芦屋町人権まつり

▽�とき　12 月 13 日土・午前 10 時
30分～午後３時

▽ �ところ　あしや夢リアホール

▽ �内容
⃝人権講演会
　�【テーマ】　多様性社会　～だれも
が自分らしく生きるために～
�　�【講師】　アン・クレシーニさん（北
九州市立大学　准教授）
⃝�青少年の主張大会　
　�　芦屋町の小中学生が学校・家庭・
地域などの関わりの中で、日頃考
えていることや、感じていること
を発表します。
⃝�ふれあいイベント
　�　各種団体によるバザーや催物、
人権啓発パネル、小中学生の人権
作品などを展示します。

※�詳しくは、広報あしや12月号に折
り込んでいるチラシを見てください。

■人権啓発パネルの展示

▽ �とき　12月３日水～ 10日水

▽ �ところ　役場１階ロビー

▽ �問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽�問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

人権週間の行事差別をなくすために  第 486 号

�山鹿小学校６年　藤永　環
かんな
菜
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